
 

8/29(土)の八代歯科医師会学術講演会は、私の出身大学の

准教授、辰巳順一先生をお呼びします。 

歯周病（歯科口腔疾患）と全身疾患との密接な関係につい

ては、今や確かなエビデンスに基づいた周知の事として認識されつつあります。 

事前に、辰巳先生の講演の要旨が送られてきましたが、具体的な私たちの八代地域の25年後の人口構成を見据え

ながら、私たち八代歯科医師会会員とそのスタッフが、八代地域の住民の皆さんに、適切な歯科医療を提供し健康意

識を改革することを通して、健康寿命を延伸できるように・・というメッセージが込められているように思います。 

健康寿命を伸ばして PPK（ピンピンコロリ）か、不幸にし

て NNG（ネンネンコロリ？ネンネンゴロリ？）寝たきりになる

か？は、医療関係者にとっても住民にとっても、とても興

味があるところであり、将来を憂慮する重要な課題です。

講演内容は、会員のみならず、歯科衛生士・歯科技工士な

どのスタッフはもちろん、関連医

療関係者、行政関係者ほか、連携

する多職種の方々に有意義なも

のだと思います。また、会員の家

族や住民の方々も歓迎いたしま

す。 

当日、たくさんの皆様と共に辰

巳先生の講演を聴きながら、八

代地域の 25 年後をより明るく展

望できることを期待しています

（図は辰巳先生の資料より）。 


